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目的

1.貿易の不均衡による対立

2.政治との関係

3.相互依存の関係の根強さ



第1章 貿易収支の推移

A.主な輸出入品目

日本⇒米国：自動車

米国⇒日本：穀物

(大豆・小麦等)の食料



第2章 なぜ米国の貿易赤字が拡大しているのか

A.米国の財政赤字によって高金利に

①円安・ドル高

②米の輸入が有利となる

③日本製品の値段が安価になるため米国の輸入増加

⇔米国製品の価格高騰による日本の輸入減少



第3章 日米間の自動車産業

A.1970年代：石油危機発生

⇒米国の消費者が燃費の良い小型車
の需要の増加

⇒日本車は条件に合致、自動車輸出
が増加

⇒米ゼネラル・モーターズやビッグ
スリーの業績悪化によるリストラ



B.1978年：日本が自動車関連の関税を撤廃

C.1980年：日本車の生産数が世界１位

⇒輸入制限のために米国際貿易委員会へ提訴

D.1981～93年：日本政府が対米輸出台数を自主規制

E.1982年：ホンダが米国での生産へ

F.1984年：トヨタ自動車とゼネラル・モーターズが合同で工
場を米国に設置

G.1992年：日本車メーカに米国製の部品を使用、生産の要
請⇒関税の増加

H.2019年：日米貿易協定の発効

I.2023年：日米貿易協定改正



J.日本の関税引き下げが遅れた理由

• 1980年代は日本の政治変化が発生
⇒官僚指導型から党中心型へ

•日本の関税水準は低い
•非関税障壁(NTBs)は他の先進工業国と同水準
•他国に対する輸入割当(IQ)・輸出自主規制協定(VRA)少
ない
①日本の市場アクセスは良い

• 1人が関税引き下げを行おうとしても党が抵抗
②保護主義的な動きが強まる



K.国際分業による相互依存

例：飛行機

部品は異なる国で生産

(米国：後部胴体・垂直尾翼、日本：センターウィング
ボックス)

⇒貿易規制の強化は

自国の不利益にもつながる

⇒輸出入規制は難航



結論

1.交渉や合意を試みる

2.国際化社会の貿易問題は複雑化

3.経済・政治的関係に影響を与える

4.相互理解や妥協が必要で容易でない
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